
【放課後等デイサービス】

チェック項目 はい

どちらと
もいえな

い いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切であるか

〇

小集団、中集団での療育を行うために人
数にあった空間を使い分けている。ま
た、感情が高ぶった際のクールダウンの
部屋（学習室）なども確保している。

2

職員の配置数は適切であるか

〇

まふぃんでは厚生労働省より定められて
いる基準配置人数よりも多めの職員人数
を配置している。

活動や人数の状況を確認しこどもたちの
パフォーマンスが最大限に発揮できるよ
うな職員配置人数を見極め配置する。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配
慮が適切になされているか 〇

段差に関しては極力なくすように心がけ
ている。

4

業務改善を進めるための、ＰＤＣＡサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画し
ているか 〇

日々の振り返りなどには勤務している常
勤・非常勤問わず広く参加している。次
回のどのように活かすかまで丁寧に振り
返っている。

意見交換がしやすい雰囲気づくりを作
り、指摘だけでなく代替案も提案できる
ように準備しておく。

5

保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか

〇

自己評価だけでなく日頃から保護者の意
見を把握し、業務改善に努めている。

評価をする上での評価基準や取り組み後
のフォローアップ体制を児発管を中心に
確認していく。

6

この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

〇

ホームページにて公開し保護者にも通知
している。

意見を受けて改善した取り組みの周知を
ホームページだけでなく月報などにも載
せる。内部研修にて職員全員で共有す
る。

7

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか

〇

理事や監事の皆様、療育アドバイザーに
適宜評価をいただき、評価結果を業務改
善に繋げている。

福祉サービス第三者評価の体制を整え、
来年度は評価を受ける。

8

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか

〇

外部研修だけでなく内部研修にてプレゼ
ン発表、事例検討などを行い、研修の機
会を確保している。同法人の保育園やこ
ども園とも合同の研修を実施している。

来年度は外部機関（就労支援サービス、
就労移行支援など）との連携を図った研
修も取り入れる。

9

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後
等デイサービス計画を作成しているか 〇

アセスメントツールを活用し、保護者と
のモニタリングを通して計画書を作成し
ている。

課題ばかりに目を向けず、個別支援計画
に反映されている地域福祉の項目にも目
を向け、支援を行う。

10

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 〇

市役所に承認を得た、まふぃんのアセス
メントシートを使用している。

11

活動プログラムの立案をチームで行っているか

〇

活動計画はチームで立案を行い、日々の
振り返りにて評価、改善している。

12

活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
るか

〇

日々の人数や児童らの特性を考慮し毎回
プログラムを変え、職員も更なる一歩を
求め自己研鑽している。

活動の原理原則、こどもたちの興味、自
発性を引き出させるような活動プログラ
ムを職員ひとりひとつづつ考案する。

13

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細
やかに設定して支援しているか

〇

長期休暇などは普段の活動ではできない
ような体験的な活動を取り入れている。

長期休暇関しては職員側から活動の提案
が多かったが、こどもたちからも幅広く
意見を取り入れ実行するにはどうするか
企画をしてもらう。

14

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を
作成しているか 〇

個々の発達段階や個人の課題に対して集
団療育、個別療育を組み合わせている。

個別の課題と社会性を広げるための集団
的活動を相互に取り入れバランスのとれ
た放課後等デイサービスを作成してい
く。

15

支援開始前に職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認し
ているか

〇

作戦ボードを利用し児童の行動の予測を
踏まえた打合せを行っている。

ねらいに対して活動の内容が適切か全職
員で深く意見交換を行っていく。

16

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い、気付いた
点等を共有しているか

〇

活動終了後は毎回フィードバックをして
いる。

評価だけでなく次回に向けての具体的な
支援策の提示を行うようにする。

17

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹
底し、支援の検証・改善につなげているか

〇

日誌は毎日書き、重要な事案に関しては
ミーティングを行い見直し、再検討をし
ている。

正しい記録の書き方、身体拘束時の記録
の取り方など障害福祉サービスとして最
低限必要な知識を職員研修で受けてもら
う。

18

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断している
か

〇

保護者とは定期的にモニタリングを行
い、アセスメント後個別支援計画を見直
している。

19

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか

〇

ガイドラインは全職員に配布し、確認を
してもらっている。

地域に支援においてはどのような社会資
源が今必要なのか、職員自身が必要性の
ある社会資源を調べ保護者にも提案す
る。

20

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者
が参画しているか 〇

基本的には職務に適した職員が参加して
いる。
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21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整
（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っているか

〇

保育所等訪問支援などを通じて連携の強
化に努めている。

感染症対策もあり、現在は事業所に来て
実際の活動を見てもらうという機会がな
い。時期を見て学校の先生方向けの公開
療育を設定する。

22

医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている
か

〇

受け入れなし

23

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか 〇

保育所等訪問支援を通じて以前通園した
こどもたちの情報をできる限り共有して
いる。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か
ら障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、
それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか

〇

実際に就労先を見学に行くなど本人の情
報共有ができるような体制を整ている。

今まで放課後等デイサービスから障害福
祉サービスに移行した事例はないが近隣
に就労支援サービスなどがどこにあるの
か調査し連携していく。

25

.児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受け
ているか 〇

公開療育、見学会、研修等を通して他事
業所とも連携を図っている。並行利用通
園児についても、情報の共有を行ってい
る。

児童発達支援センターの機能を知るため
にも今後、密な連携が必要。見学に行く
など直接足を運ぶ機会を設けたい。

26

放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会があるか

〇

法人内での人事交流を通して障害のない
子どもと活動する機会を設定している。
今年度はお米プロジェクトを一緒に行っ
た。

来年度もお米プロジェクトや、その他活
動など交流をする機会を設けていきた
い。

27

（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか

〇

各機関からの研修、会議案内には極力参
加できるようにしている。

特に外部講師を招く研修は地域の他事業
所を招待するなど密な関係作りを行って
いく。

28

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか 〇

口頭、電話、メール、面談を通してま
ふぃんでの様子を丁寧に説明している。

保護者が困っていることを出しやすい雰
囲気作り、保護者の変化に早急に気づく
ような視点を育てるためにも日頃の連絡
を欠かさない。

29

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント・トレーニング等の支援を
行っているか

〇

迎えに来た際や個別の面談を通して、自
宅での対応方法をアドバイスしている。

個別向け、集団向けのペアレントトレー
ニングを意識し研修などで得た情報など
具体的な事例を提示して行う。

30

運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか

〇

契約時に必ず行っている。 児発管だけではなく全職員で対応できる
ように内部研修などで対応の仕方をロー
ルプレイしておく。

31

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行っているか

〇

相談などがあった場合、個別の面談を設
け支援の方向性を確認し、必要に応じて
助言を行っている。また、その後のアフ
ターフォローまで行っている。

職員への負担が偏ることなく職場内の職
員全員が事業所内相談支援を行う。まず
は相談の受け方のロールプレイを行う。

32

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか 〇

就学教育相談説明会や保護者向け研修、3
月実施予定のまふぃん活動報告会などを
通じて支援を行っている。

今期は特に保護同士の連携を図る機会が
少なかった。Zoomなどを使い保護者向け
研修の充実を図る必要がある。

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

〇

相談に関してはその都度受け入れてい
る。苦情委員会を整備し迅速に対応して
いる。

苦情を受けた際の初動については全職員
が理解しておく必要性があるため、職員
会などで対応マニュアルを定期的に確認
する。

34

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか 〇

毎月まふぃん便りを保護者に配布すると
ともにホームページにて活動を報告して
いる。活動変更時にはメールにてお知ら
せしている。

35

個人情報に十分注意しているか

〇

写真や業務上知りえたことについては職
員会などで定期的に確認している。研修
などを通して職員へも個人情報保護法の
周知、徹底を行っている。

36

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしているか

〇

電話やメールにてできうる限りの情報共
有、情報伝達に努めている。

顔を合わせる機会が少ない保護者に関し
ては積極的に活動見学会などに誘い、実
際の様子を見てもらう。

37

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っているか

〇

道路向かいにある吉野寺やこども食堂に
参加するなど地域との連携を図ってい
る。

住民の皆様を招待するまでには至ってい
ない。今後、まふぃん錦ヶ丘が周辺住民
に認知されるためにも季節の行事など企
画予定。

38

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周
知しているか 〇

マニュアルを作成し様々な緊急事態を想
定した避難訓練を実施している。また、
新型コロナウイルスの予防、発生時のフ
ローチャートを作成している。

SECOMと連携した訓練を今後も継続して行
う。

39

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 〇

様々な非常事態を想定した訓練を行って
いる。おたよりや、ブログ等で発信して
いる。

様々な非常事態を想定した訓練を行って
いる。今後も継続して行う。

40

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか

〇

人権擁護、虐待防止担当者を決め毎年研
修に参加させている。又、職員会などで
も周知している。今年度は法人全体での
研修も実施した。

施設内虐待に繋がらないように対応する
職員のメンタル、手法が適切か全職員が
把握しコミュニケーションを図る。
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41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイ
サービス計画に記載しているか

〇

当事業所では身体拘束は行わない。

42

食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされているか 〇

食物アレルギーに関しては事前に保護者
と確認を行い、緊急時に対応する医療機
関も事前に把握している。

法人研修を通し、アナフィラキシー
ショック時の対応や観察の仕方を確認す
る。

43

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか

〇

ファイルを作成し職員会で全職員と情報
を共有している。また原因を追究し、改
善点を話合っている。

改善後、手順書に従って業務ができてい
るのかフォローアップが必要である。

非
常
時
等
の
対
応



事業所における自己評価結果（公表） 【児童発達支援】

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切であるか

〇

小集団、中集団での療育を行うために人
数にあった空間を使い分けている。高学
年、低学年でそれぞれにあった活動空
間・環境を確保している。

2

職員の配置数は適切であるか

〇

まふぃんでは厚生労働省より定められて
いる基準配置人数よりも多めの職員人数
を配置している。

活動や人数の状況を確認しこども
たちのパフォーマンスが最大限に
発揮できるような職員配置人数を
見極める。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっているか。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

〇

段差に関しては極力なくすように心がけ
ている。全職員が情報を共有できるよう
に日頃のミーテイングを強化している。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか 〇

毎活動後の消毒、加湿器の導入、換気、
サービス提供が終了してからの清掃など
で清潔な空間を保てるようにしている。

5

業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している
か 〇

職員会議だけに限らず日々のミーティン
グや打合せを行っている。また職員との
面談を通じて個々の目標に関しても振り
返りを行っている。

評価をする上での評価基準や取り
組み後のフォローアップ体制を児
発管を中心に確認していく。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげているか 〇

自己評価だけでなく日頃から保護者の意
見を把握し、業務改善に努めている。

意見を受けて改善した取り組みの
周知をホームページだけでなく月
報などにも載せる。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の
結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホームページ等で
公開しているか

〇

ホームページにて公開し保護者にも通知
している。

意見を受けて改善した取り組みの
周知をホームページだけでなく月
報などにも載せる。内部研修にて
職員全員で共有する。

8

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 〇

理事や監事の皆様、療育アドバイザーに
適宜評価をいただき、評価結果を業務改
善に繋げている。

福祉サービス第三者評価の体制を
整え、来年度は評価を受ける。

9

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか

〇

外部研修だけでなく内部研修にてプレゼ
ン発表、事例検討などを行い、研修の機
会を確保している。

受講した研修を実際の現場に反映
させるまでに至っていない。可能
な範囲でどのようにすれば反映で
きるのかを施設長だけでなく職員
全員で考えていく。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発
達支援計画を作成しているか 〇

アセスメントツールを活用し、保護者と
のモニタリングを行っている。面談では
課題のすり合わせを行い、児童発達支援
計画を作成している。

課題ばかりに目を向けず、個別支
援計画に反映されている地域福祉
の項目にも目を向け、支援を行
う。

11
アセスメントツールを活用し、保護者とのモニ
タリングを通して計画書を作成している。 〇

市役所に許可をもらい、まふぃんのアセ
スメントシートを使用している。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家
族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子
どもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ
の上で、具体的な支援内容が設定されているか

〇

ガイドラインの項目に沿った個別支援計
画書を作成し、個々のニーズに沿った支
援内容を設定している。

職員の中でも意見が分かれる項目
に関して十分協議を行い、個別支
援計画に反映させる

13

児童発達支援計画に沿った支援が行われている
か

〇

個別支援計画を意識した活動内容を提案
し実施している。

課題ばかりに目を向けず、個別支
援計画に反映されている地域福祉
の項目にも目を向け、支援を行
う。

14
活動プログラムの立案をチームで行っているか

〇
活動計画はチームで立案を行い、日々の
振り返りにて評価、改善している。

15

活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
るか

〇

日々の人数や児童らの特性を考慮し毎回
プログラムを変え、職員も更なる一歩を
求め自己研鑽している。

感触遊びや運動遊びなど原理・原
則に応じた新たなプログラム作り
を行うことで職員の質の向上に努
める。

16

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成して
いるか

〇

個々の発達段階や個人の課題に対して集
団療育、個別療育を組み合わせている。
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17

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確認
しているか

〇

作戦ボードを利用し児童の行動の予測を
踏まえた打合せを行っている。

ねらいに対して活動の内容が適切
か全職員で深く意見交換できるよ
うに努める。

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

〇

活動終了後は毎回フィードバックをして
いる。

次回の活動に活かしていくにはど
うしたらよいのか結論まで出す。

19

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげているか 〇

日誌は毎日書き、重要な事案に関しては
ミーティングを行い見直し、再検討をし
ている。

評価だけでなく次回に向けての具
体的な支援策の提示を行うように
したい。

20

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断しているか

〇

保護者とは定期的にモニタリングを行
い、アセスメント後個別支援計画を見直
している。

正しい記録の書き方、身体拘束時
の記録の取り方など障害福祉サー
ビスとして最低限必要な知識を職
員研修で受けてもらう。

21

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者
が参画しているか

〇

基本的には職務に適した職員が参加して
いる。

22

母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っているか

〇

電話や自主公開療育、直接出向くことで
密な連携を行っている。

困難事例に関しては市の子育て支
援課と密に連絡をとりあってい
る。今後はケース会議なども視野
に入れた積極的な連携を図る。

23

"（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）地域の保
健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関
と連携した支援を行っているか"

〇

受け入れなし

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）子どもの主
治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている
か

〇

受け入れなし

25

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか 〇

保育所等訪問支援を通じて支援内容の確
認と支援のすり合わせを行いスムーズな
移行支援を実行している。

保育所等訪問支援などで来年度入
学してくる児童に関して事前に情
報提供を行う。

26

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか 〇

保育所等訪問支援だけでなく学校に赴き
個別支援計画や情報共有シートをもとに
相互理解の機会を設けている。

児童発達支援センターの機能を知
るためにも今後、密な連携が必
要。見学に行くなど直接足を運ぶ
機会を設けたい。

27

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連
携し、助言や研修を受けているか 〇

公開療育、見学会、研修等を通して他事
業所とも連携を図っている。並行利用通
園児についても、情報の共有を行ってい
る。

今年度は新型コロナウイルスなど
の状況も鑑み実施することはでき
なかった。近隣の施設等に打診に
交流が行えるようする。

28

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障害のない子どもと活動する機会があるか

〇

長期休み期間を利用し、保育園に行くな
どの交流を通して障害のない子どもと活
動する機会を設定している。

今年度はこども園や保育園に直接
行く機会がなかった。

29

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加しているか 〇

各機関からの研修、会議案内には極力参
加できるようにしている。

30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか 〇

口頭、電話、連絡アプリ、面談を通して
まふぃんでの様子を丁寧に説明してい
る。

保護者が困っていることを出しや
すい雰囲気作り、保護者の変化に
早急に気づくような視点を育てる
ためにも日頃の連絡を欠かさな
い。

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム（ペアレント･ト
レーニング等）の支援を行っているか 〇

迎えに来た際や個別の面談を通して、自
宅での対応方法をアドバイスしている。

個別向け、集団向けのペアレント
トレーニングを意識し研修などで
得た情報など具体的な事例を提示
して行う。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか 〇

契約時に必ず行っている。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら支援内容の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を得ているか

〇

面談を行い個別支援計画の説明をしたう
えで同意を得ている。

こどもの発達により個別支援計画に
書かれた内容とは別の課題が浮き彫
りになる。面談の中で保護者とともに
内容のすり合わせを行いつつ、新たな
課題へアプローチを行う。

34

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ているか 〇

相談などがあった場合、個別の面談を設
け支援の方向性を確認し、必要に応じて
助言を行っている。また、その後のアフ
ターフォローまで行っている。

職員への負担が偏ることなく職場
内の職員全員が事業所内相談支援
を行う。まずは相談の受け方の
ロールプレイを行う。

35

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか 〇

就学教育相談説明会や保護者向け研修、
3月実施予定のまふぃん活動報告会など
を通じて支援を行っている。

今期は特に保護同士の連携を図る
機会が少なかった。Zoomなどを使
い保護者向け研修の充実を図る必
要がある。
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36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護
者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

〇

相談に関してはその都度受け入れてい
る。苦情委員会を整備し迅速に対応して
いる。

苦情を受けた際の初動については
全職員が理解しておく必要性があ
るため、職員会などで対応マニュ
アルを定期的に確認する。

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか 〇

毎月まふぃん便りを保護者に配布すると
ともにホームページにて活動を報告して
いる。活動変更時にはメールにてお知ら
せしている。

38

個人情報の取扱いに十分注意しているか

〇

入職の際には個人情報に関する取扱いの
誓約書を記入してもらっている。また写
真掲載などの扱いを必ず保護者に許可を
もらっている。

重要事項説明書や契約書の内容を
全員で確認する機会を設ける。

39

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしているか

〇

電話やアプリにてできうる限りの情報共
有、情報伝達に努めている。

顔を合わせる機会が少ない保護者
に関しては積極的に活動見学会な
どに誘い、実際の様子を見てもら
う。

40

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っているか

〇

ナガヤタワーの住人の方と季節の行事な
どを行なっている。

職員だけでなくこどもたちが考え
た企画を行うのもどうか？今まで
の経験から地域の皆さんと行える
活動を長期休暇で行う。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定した訓練を実施
しているか

〇

マニュアルを作成し様々な緊急事態を想
定した避難訓練を実施している。また、
新型コロナウイルスの予防、発生時のフ
ローチャートを作成している。

SECOMと連携し、非常時を想定した
訓練も今後実施していきたい。

42

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか

〇

様々な非常事態を想定した訓練を行って
いる。おたよりや、ブログ等で発信して
いる。

隣接する保育園・こども園との連
携を図り、合同訓練の実施を行い
たい（児童引き渡し訓練等）。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認しているか 〇

子どもの情報をできるだけ具体的に把握
できるようにフェイスシートを用いて確
認を行っている。

44

食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされているか 〇

食物アレルギーに関しては事前に保護者
と確認を行い、緊急時に対応する医療機
関も事前に把握している。

法人研修を通し、アナフィラキ
シーショック時の対応や観察の仕
方を確認する。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか 〇

ファイルを作成し職員会で全職員と情報
を共有している。また原因を追究し、改
善点を話合っている。

改善後、手順書に従って業務がで
きているのかフォローアップが必
要である。

46

46.虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしているか

〇

人権擁護、虐待防止担当者を決め毎年研
修に参加させている。又、職員会などで
も周知している。

施設内虐待に繋がらないように対
応する職員のメンタル、手法が適
切か全職員が把握しコミュニケー
ションを図る。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載しているか

〇

当事業所では身体拘束は行わない。
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公表：　令和4年　　3月　3日

事業所名：まふぃん錦ヶ丘（児童発達支援）

はい
わから
ない

いいえ
どちらと
もいえな

い
ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いるか

23 3
まふぃんでは人数に応じた活動スペース
の確保を行っております。敵切な活動ス
ペースを今後も維持して参ります。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 23 1 2

まふぃんでは厚労省が設置している
配置人数より多い職員配置を行って
おります。引き続き専門性を高め、
支援いたします。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された
環境　i　になっているか。また、障害の特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされているか

23 1 2
極力段差をなくすなどの対応を引き続き
行っていきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

25 1
今後も活動後はアルコール消毒を行うな
ど感染予防を徹底した対応を行います。

環境・体制整備についてご意見があれば記入し
てください（任意回答）

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、児童発達支援計画　ii　が作成さ
れているか

24 1 1
面談や活動見学の際に客観的視点から保
護者のニーズを捉え支援内容を提示しま
す。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家
族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子
どもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ
の上で、具体的な支援内容が設定されているか

23 1 2

児童発達支援ガイドラインに則した計画
作成を行っております。保護者の方との
面談や相談支援事業所、こども園や保育
園とも連携しながら計画書を作成してお
ります。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われている
か

25 1
支援を行う際には個別支援計画を見直し
た上で活動を決定しています。

8
プログラムiiiが固定化しないよう工夫されて
いるか

22 2 2
軸となる活動から応用とした活動まで幅
広く展開していきます。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流・活
動する機会があるか

19 4 1 2

今年度は新型コロナウイルスによる影響
もあり、近隣の施設と交流、活動する機
会はありませんでした。来年度、活動機
会を設定できるように努めます。

適切な支援の提供についてご意見があれば記入
してください（任意回答）

10
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が
なされたか

26
今後も契約時や必要に応じてご説明させ
ていただきます。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら、支援内容の説明がなされたか

26

個別支援計画は保護者の皆様のニーズと
まふぃんの見解を融合させたものとなっ
ています。今後も共有しながら支援を行
います。

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト・トレーニングiv等）が行われているか

18 1 1 6

保護者向け研修を設け皆様への発信を
行っております。また個別にご相談いた
だいた際には改めて面談日を設け子育て
に関する悩みなどアドバイスしておりま
す。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの健康や発達の状況、課題について共通理
解ができているか

23 3
連絡アプリを導入し、更なる共通理解が
できるように配慮致します。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関す
る助言等の支援が行われているか

25 1
個別支援計画見直し時に面談を行ってい
ます。育児に関する悩みなどございまし
たらお知らせください。
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保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）

　保護者等数（児童数）33　回収数　26　割合　　78　　　％



15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携が支援されているか

13 6 2 5

まふぃんでは保護者会などの開催はござ
いませんが、保護者向け研修や年度末の
活動報告会にご参加いただき保護者同士
の交流を図る場を設けております。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制が整備されているとともに、子ども
や保護者に周知・説明され、相談や申入れをし
た際に迅速かつ適切に対応されているか

23 1 2
今後もなにかありましたらご相談くださ
い。迅速にご対応致します。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか

25 1
活動の様子や連絡帳アプリを活用するな
ど保護者の皆様との意思疎通に努めてお
ります。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自
己評価の結果を子どもや保護者に対して発信さ
れているか

23 1 2
ホームページやまふぃん便りなどで随時
情報を発信して参りますのでご確認くだ
さい。

19 個人情報の取扱いに十分注意されているか 25 1
ブログなどの写真掲載など必ず保護者の
許可を得てから掲載するようにしていま
す。

保護者への説明等についてご意見があれば記入
してください（任意回答）

ご意見ありがとうございます。保護者向
け研修を通じて、保護者支援を充実させ
ていきたいと考えています。ぜひご参加
ください。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、保護者に周知・
説明されているか。また、発生を想定した訓練
が実施されているか

20 3 3
火災や地震を想定した避難訓練を実施し
ました。また消防隊員立ち合いの元訓練
を実施していました。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が行われているか

21 5
2カ月に一度、避難訓練を実施していま
す。隣接する保育園・こども園との連携
を図り、合同訓練を実施いたしました。

非常時の対応についてご意見があれば記入して
ください（任意回答）

ありがとうございます。今年度は隣の吉
井学園、同法人の保育園とも合同の避難
訓練を行いました。今後も連携を図りな
がら有事に備えて参ります。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 19 2 1 4
今後も社会性が広がる療育を展開すると
ともにこども達が笑顔で楽しく通えるよ
うな事業所つくりを目指して参ります。

23 事業所の支援に満足しているか 23 3

ありがとうございます。スタッフ一同日
頃より感謝しております。来年度も療育
の質の向上に向け、更なる1歩を目指し
邁進して参ります。

一緒に子供の出来る事を考え、成長を喜んで下さってとても心強く、嬉しいでした。子供もまふぃんから帰ってきた日は、楽し
かったと話をしてくれます。先生方に感謝しています。子どものみならず、保護者への配慮、ご支援ありがとうございます。

大変良くして頂いて、感謝してもしきれません。自立が進んで卒業するお子さんが多くいらっしゃる中で、発達遅滞で年相応の事
が出来ず、手のかかる子であるため、このまま、いつまでもずっとお世話になって良いのだろうかと、先の心配をしております。
何事も、先生方の率直な御意見お聞かせ頂ければと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

子供が支援員さんの顔を見ると安心して日頃過ごす様子がわかります。
行けば楽しいようですが、保育園の方が好きなようです。

保護者会の開催等について、昨今のコロナ禍が収
束した後は、より充実した活動が行われることを
期待しております。

保
護
者
へ
の
説
明
等

保
護
者
へ
の
説
明
等

満
足
度

ご意見

満足度についてご意見があれば記入してく
ださい（任意回答）

意志疎通の出来ない子であるため、災害時の引き
渡し等、職員の皆様との事前の打ち合わせが必要
かと感じました。系列の保育園や、兄弟児がお世
話になっている児童クラブと情報共用して頂いて
も良いのかなと考えました。



事業所名：まふぃん錦ヶ丘（放課後等デイサービス）

チェック項目 はい

どち
らで
もな
い

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いるか

17 1

まふぃんでは人数に応じた活動スペース
の確保を行っております。敵切な活動ス
ペースを今後も維持して参ります。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 18

まふぃんでは厚労省は設置している配置
人数より多い職員配置を行っておりま
す。引き続き専門性を高め、支援いたし
ます。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置な
どバリアフリー化の配慮が適切になされている
か

17 1

極力段差をなくすなどの対策を引き続き
行っていきます。

環境・体制整備についてご意見があれば記入し
てください（任意回答）

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、放課後等デイサービス計画　ｉ
が作成されているか

18

面談時にどの様な学習に取り組んでいる
のか、個人ファイルを提示しながらわか
りやすく伝えていきます。

5
活動プログラム　ｉｉ　が固定化しないよう工
夫されているか

18

外部講師や内部研修などで新しい活動プ
ログラムを考案し実行しております。今
後もホームページや連絡帳などで発信い
たします。

6
放課後児童クラブや児童館との交流・活動をす
る機会があるか

17 1

今年度は法人内の児童クラブとお米プロ
ジェクトを一緒に行いました。ブログに
も掲載してありますので再度ご確認くだ
さい。

適切な支援の提供についてご意見があれば記入
してください（任意回答）

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明
がなされたか

18

今後も契約時に丁寧な説明を心がけま
す。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解がで
きているか

18

連絡帳アプリを活用し日頃から連携に努
めます。保護者の皆様とも共通理解がで
きるよう、児発管だけでなく他職員も子
供たちの課題をしっかりと把握できるよ
うに努めて参ります。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の
支援が行われているか

18

送迎時や面談などで育児に関する話を
行っています。また早急に解決が必要な
際には随時面談を行っております。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携が支援されているか

13 1 4

来年度は保護者同士の連携が図れるよう
に保護者研修後の懇談会など体制を整え
ていきます。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周
知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切
に対応しているか

17 1

今後もなにかありましたらご相談くださ
い。迅速にご対応致します。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか

17 1

活動の様子や連絡帳アプリを活用するな
ど保護者の皆様との意思疎通に努めま
す。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自
己評価の結果を子どもや保護者に対して発信し
ているか

18

ホームページやまふぃん便りなどで随時
情報を発信して参りますのでご確認くだ
さい。

14 個人情報に十分注意しているか 18

ブログなどの写真掲載など必ず保護者の
許可を得てから掲載するようにしていま
す。

保護者への説明についてご意見があればご記入
ください（任意回答）

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）

　保護者等数（児童数）25　　回収数　18　　割合　　72　％

公表：令和4年　　3月　3日
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15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説
明されているか

17 1

今年度の避難訓練は10月に行いました。
ブログ、まふぃん便りにも掲載しており
ますのでご確認ください。玄関にマニュ
アルを整備してありますので今一度ご確
認ください。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が行われているか

17 1

今年度は近隣のテナント、地域の住民の
かたと共同した訓練を行いました。市の
ハザードマップでは浸水区域に指定され
ているため水害訓練も毎年行っていま
す。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 13 5

日々の活動内容も一方的なものばかりで
なく、子ども達と対話を重ねがら社会性
を育むことができるような支援を今後と
も重ねていきます。

18 事業所の支援に満足しているか 17 1

ありがとうございます。来年度も保護者
の皆様と一緒に子ども達が様々な経験を
通して成長していけるように努めます。

満
足
度

満足度についてご意見があれば教えてください

非
常
時
等
の
対
応

子供だけならず保護者の事も気にかけてくださるのでありがたいです。まふぃんの先生達には本当にいつも助けられてます。まふぃんに預けて
本当に良かったと満足してます。


